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３つの部門で受賞式

｢税についての作文｣
安田結衣さん（3年）代表幹事賞
松浦利奈さん（3年）会長賞

「第33回全国中学生人権作文コンテスト兵庫県尼崎大会」
松浦利奈さん（3年）最優秀賞 作品｢温かい旅行｣

山口美咲さん（２年）入選 作品「思いやりの大切さ」
田村真紀さん（３年）入選 作品「日系人の子に産まれて」

「尼崎市医師会主催のポスター展」
藤田璃央さん（2年） 最優秀作品賞
長谷川瑳紀さん（2年）優秀作品賞

塚口中学校区健全育成協議会行事
（親子ふれあい凧づくり）
日時：平成25年12月14日（土） 9:30-13:30
場所：塚口中学校運動場・体育館

※塚口中校区の幼稚園児･小学生･中学生と
保護者が参加できます。

２学期いよいよ終盤
ゴールを目指して 全力投球！！ゴールを目指して 全力投球！！

師走という言葉からでしょうか、１２月に入り、どことな

く慌あわただしさを感じる季節となりました。学校では２学

期も終盤、生徒のみなさんは、今学期のまとめに向けてラス

トスパートです。

さて、３年生は１２日より進路懇談会が始まります。これ

から３月までの約５ヶ月はこれまでに経験をしたことのない

ような、将来を決める進路選択の大切な時期に当たります。

生徒にとっては未知の体験で、大きさは違いますがみんな不

安な思いをもって過ごすことになります。これは皆さんの先

輩も皆通ってきた道です。決して自分だけと思わないで、そ

れを乗り切っていって欲しいと思います。そのためには進路

選択で知りたい情報をきちんと得て、それをもって担任の先

生などと相談していろなことを決めて欲しいと思います。自

分一人で悩んでいても解決になりません。わからないことは

しっかりと相談して、あれを知っていたらこうできたのにな

どとあとで言わないように、早めに悩みを解決して自分の目

標に向けて学習に励んで欲しいと思います。最後は自分の実

力がものを言います。

また、これから行われる高校の入学試験や就職選考では人

物重視ということで面接試験の実施される高校があります。

面接はいくらそのときに繕ってしようとしても緊張すると日

頃の生活態度が出てきます。日頃から挨拶、言葉使い、姿勢

などきちんとした生活態度で取り組んで欲しいと思います。

一方、まだまだ先のこと･･･と考えている１．２年生。２年生

は「公立高等学校の学区編成」が始まる年に受検を迎える学年で

す。何もかもが手探りの中、頼れるのは自分の実力と日々の生活

態度の積み重ねと言えるでしょう。大げさなようですが、自分

がどのように対処していくかが、長い人生を有意義に生きて

いけるかどうかの分かれ道になるように思います。

【場を清める】 学校は学習をする場であると共に

集団生活を通して社会性を身につける場でもあります

「時を守り 場を清め 礼を正す」という言葉を聞いたことが

あるでしょうか。これは、教育学者の森信三先生が提唱した

人間の生活にとって大切な三原則として有名な言葉です。ど

れも人間の生活にとって大切なことですが、この中で、「場

を清める」ということについて話をします。

「場を清める」とは、掃除をすることです。掃除すること

の意味は５つあります。変化に気づける、心を磨く、謙虚に

なれる、感動の心を育む、感謝の心が芽生えると言われてい

ます。また、目の前にごみが落ちていても知らない振りをす

るのではなく、それをさっと拾える感性を養うことで、自分

を磨くことにつながる。一つ足元のごみを拾うと一つだけき

れいになる。清掃をして、人のために尽くすという心構えが

その人の人生を豊かにしてくれるとのことです。

校舎内を周り、各学年の授業の様子などを見せてもらって

いますが、気になることが幾つかあります。それは、階段や

廊下などにお茶をこぼした跡があったり、ちり取りで集めた

ゴミが捨てられていなかったり･･。これで清掃をしたのだろ

うかと思えるところもありました。一方、１階のトイレ入り

口に用意されている下駄をきちんと揃え、次の人に対する心

遣いを感じさせてくれる生徒や、朝、校門周辺の落ち葉の掃

除をして、気持ちよくみんなを迎えてくれる人たちもいます。

自分の身の回りの整理整頓を含

め、清掃について考え、「場を清め

る」ことを通して、自分自身の心

を磨いてほしいと思います。

11月11日～15日までの５日間。２年生は地域の様

々な事業所へ職場体験に出かけました。

・この事業を実施するために､２学年の先生たち

が夏休みから準備を進めてきたこと。

・先輩たちがしっかり取り組んできた成果が現在

の事業所の受け入れにつながっていること。

だから、この社会体験に全力で臨み、来年の生徒に

つながる取り組みにして欲しい。････直前の出発式

でそんな話をさせてもらいました。１週間後、トラ

イやるウィークを終えた２年生が体育館に集まり、

それぞれの体験を伝え合う｢報告会｣が行われまし

た。報告を聞きいていると、生き生きと楽しく｢や

りがい｣を持ちながら社会体験ができたようで、と

てもうれしかったです。

しっかりと挨拶ができ、周りを見ながら「今何を

すべきか」を判断できる生徒が沢山いたことや、

「生きる力」を感じさせる元気のいい学年の子供た

ちだったとほめていただき、感謝と誇りの気持ちで

いっぱいです。各施設の皆様には心からお礼申し上

げます。また、ご協力ご支援いただいた保護者の皆

様、事業所が休みの日に対応して下さったPTA役員の皆様、

ありがとうございました。

平成２５年１２月２日

尼崎市立塚口中学校

学校教育目標
集団の中で自らを律し
目標の実現に向け努力し

自らを高めようとする姿勢の育成




